
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、子どもの安全分野の取組のうち、「家庭内での事故・けがに関する情報の発信」の取組で発信している 
主な情報についてお伝えします。 
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 家庭内等での事故・けがの減少 

 

 家庭内での事故・けがに関する情報の発信、

児童への安全教育 など 

 子育て中の親への支援 

 

子育てに悩みがある保護者の相談 

及び子育て体験談の情報発信 など 

目標 目標

取組取組

子どもを不慮の事故から守りましょう 

 

一般負傷事故種別の救急搬送人数の割合 

 

 

 

 

 

 

約 6 割が 

転倒・転落 

【出典】救急搬送データ（鹿児島市）、0～6 歳、202４年度 

あなたの自宅の中にも、子どもにとっての危険が

潜んでいるかもしれません。 

自宅内の危険な箇所や気を付けるポイントをまと

めた「危険箇所マップ」を鹿児島市ホームページに

掲載しています。 

子どもの目線になって自宅の危険箇所をチェック

してみましょう！ 

自宅の危険箇所をチェック！ 

セーフコミュニティ「子どもの安全分野」の目標と取組 

どこで転倒・転落しているの？ 

いつ転倒・転落しているの？ 

１位 自宅（敷地内含む） 120件

２位 商業・飲食・娯楽施設 19件

３位 その他 14件

圧倒的に自宅

が多い！ 

１位 居室 71件

２位 その他 49件

３位 階段 22件

自宅のどこが１番多い？ 

N=349 

午後が多い！ 

自宅（特に居室）での転倒・転落が多くなっています。住み慣

れた環境とはいえ、日頃から注意することが大切です。 

また、時間別でみると、保育園・幼稚園等から帰宅後の夕方以

降に転倒・転落が多いようです。 


